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種子島からの標本に基づくアオバスズメダイの記録

岩坪洸樹 1・本村浩之 2

1〒 892–0847　鹿児島市西千石町 11–21鹿児島MSビル　鹿児島水圏生物博物館
2〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

スズメダイ科スズメダイ属魚類（Pomacentridae: 

Chromis）は，日本国内から 33種が報告されてい

る（西山ほか，2012；青沼ほか，2013；Iwatsubo 

and Motomura, 2013；岩坪・本村，2016）．そのう

ち成魚と幼魚ともに，体全体がほぼ一様に淡い青

色または緑色を呈するスズメダイ属魚類は，アオ

バスズメダイ Chromis atripectoralis Welander and 

Schultz, 1951とデバスズメダイ C. viridis (Cuvier, 

1830)が知られている（加藤，2011）．

2016年 8月 15日に鹿児島県熊毛郡南種子町竹

崎漁港南方から，1個体のアオバスズメダイが得

られた．アオバスズメダイの日本国内からの記録

は，水中写真に基づくものが多く（荒賀，2009；

加藤，2011；Motomura and Harazaki, 2017など），

奄美群島以南のみ標本や標本写真に基づく記録が

ある（Yoshino and Nishijima, 1981；井田，1985）．

種子島から得られた標本は，アオバスズメダイの

同島からの初記録であると同時に，奄美群島より

北方の海域における標本に基づく確かな記録とな

る．したがって，分布情報の蓄積のためにも，こ

こに記載し報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)にし

たがった．標準体長は体長と表記した．計測はデ

ジタルノギスを用いて 0.1 mm単位で行い，計測

値は体長に対する百分率で示した．対鰭鰭条数は

左体側のものを計数した．生鮮時のアオバスズメ

ダイの体色は，KAUM–I. 200444のカラー写真に

基づいて記載した．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，その標本のカラー

写真は同館と鹿児島水圏生物博物館のデータベー

スに登録されている．

　結果と考察

Chromis atripectoralis Welander and Schultz, 1951

アオバスズメダイ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 200444，体長 19.6 mm，鹿児

島県熊毛郡南種子町竹崎漁港南方（30°22′09ʺN, 

130°57′34ʺE），水深 2 m，2016年 8月 15日，た

も網，岩坪洸樹・岩坪政光・岩坪未矩．

記載　背鰭条数 XII, 10；臀鰭条数 II, 10，胸鰭

条数 19，腹鰭条数 I, 5，側線有孔鱗数 14 + 12．

体各部の体長に対する割合（%）は以下の通り：

最大体高 44.9；最大体幅 13.3；頭長 33.2；吻長 5.6；

眼径 13.3；両眼間隔 13.3；尾柄高 13.3；尾柄長

15.8；上顎長 13.8；背鰭前長 42.3；臀鰭前長

67.9；背鰭基底長 44.9；臀鰭基底長 16.3；胸鰭長

28.6；腹鰭棘長 13.8；腹鰭軟条長 19.9；背鰭第 1

棘長 10.2；背鰭第 2棘長 12.8；背鰭第 3棘長
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13.8；背鰭第 5棘長 12.8；背鰭第 7棘長 10.7；背

鰭最長軟条長 18.4；臀鰭第 1棘長 3.6；臀鰭第 2

棘長 9.7；臀鰭最長軟条長 14.3；尾鰭長 24.5．体

は体側面からみて卵円形でよく側扁する．吻は短

く，瞳孔径とほぼ同長．体高は背鰭起部で最大．

眼隔域はやや突出する．前鼻孔は正円形で吻端と

眼窩前縁の中間に位置する．後鼻孔は前鼻孔より

やや小さい正円形で，前鼻孔の斜め下後方に位置

する．口は端位で，口裂は斜行する．歯は円錐歯．

主上顎骨後端は眼窩前縁を越えるが，瞳孔前縁に

達しない．下顎は上顎よりわずかに前方に突出す

る．眼下骨，前鰓蓋骨縁，主鰓蓋骨，間鰓蓋骨，

および下鰓蓋骨の縁辺は円滑である．眼窩内側に

突起はなく，円滑である．体部はすべて櫛鱗．体

側に側線が 2列ある．上方側線有孔鱗列は不完全

で，鰓蓋上端直後から始まり，背鰭第 2軟条直下

で終わる．下方側線有孔鱗列は背鰭第 3軟条直下

付近から始まり，下尾骨後端まで伸びる．背鰭棘

部の鰭膜はわずかに切れ込む．背鰭・臀鰭軟条部

後端は丸い．背鰭軟条長は第 3軟条が最長．臀鰭

軟条長は第 5軟条が最長．腹鰭第 1軟条は糸状に

伸長する．尾鰭は二叉し，両葉先端が尖る．前尾

鰭条は棘状で，上下各 3本ある．

色彩　鮮時の体色（Fig. 1）：頭部から体側面に

かけて淡い青色で，背側は濃く腹側に向かって白

色になる．眼前縁から吻端にかけて 1本の明瞭な

水色線が延びる．虹彩は青色を帯びた灰色で，上

縁が水色，内縁が黄色でそれぞれ縁取られる．背

鰭，臀鰭，および腹鰭の鰭膜は半透明で青色を帯

びるが，背鰭棘部の縁辺は薄い青色で縁取られる．

腹鰭の第 1軟条は水色を呈する．胸鰭は透明．胸

鰭腋部に上下方向に長い長楕円形の 1黒色斑があ

る．その黒色斑の上縁は，水色で縁取られる．尾

鰭は透明で，基底から両葉先端にかけてそれぞれ

1本ずつ水色帯が延びる．

分布　アオバスズメダイはインド・太平洋（セ

イシェル諸島・ロドリゲス島からピトケアン諸島

までとハワイ諸島を除く）に広く分布する（Allen, 

1991；青沼ほか，2013）．日本国内からは伊豆諸

島八丈島（加藤，2011），高知県柏島（平田ほか，

1996），鹿児島県屋久島（Motomura and Harazaki, 

2017），種子島（本研究），沖縄島（荒賀，2009），

Fig. 1. Photograph of fresh specimen of Chromis atripectoralis from Takesaki Fishing Port, Minamitane, Tanegashima island, Osumi Islands, 
Kagoshima, southern Japan (KAUM–I. 200444, 19.6 mm SL).
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瀬底島（Yoshino and Nishijima, 1981），慶良間諸

島（荒賀，2009），および西表島（荒賀，2009）

から記録されている．

備考　本標本は眼下骨，主鰓蓋骨，間鰓蓋骨，

および下鰓蓋骨の縁辺に棘がなく円滑であるこ

と，眼窩内側に突起がなく円滑であること，体側

面は一様に淡い青色を呈すること，眼上部から後

頭部にかけての各鱗に付属小鱗がないこと，背鰭

棘が 12本であること，臀鰭軟条が 10本であるこ

と，胸鰭軟条が 19本であること，前尾鰭条が棘

状で，上下各 3本あること，尾鰭両葉に水色帯が

あること，胸鰭腋部に黒斑があることなどの標徴

を有し，Allen (1991)や青沼ほか（2013）が示し

たアオバスズメダイ Chromis atripectoralisの標徴

とよく一致した．

Yoshino and Nishijima (1981) は C. atripectoralis

を標本に基づき瀬底島から報告した．井田（1985）

はアオバスズメダイの標本写真（pl. 185–1）を示

し，奄美大島以南に分布すると報告した．それと

同時に，アオバスズメダイは日本国内では長らく

デバスズメダイ Chromis viridis (Cuvier, 1830)と混

同されてきたと述べた．その後のアオバスズメダ

イの日本国内からの記録は，加藤（2011）が伊豆

諸島八丈島，平田ほか（1996）が高知県柏島，

Motomura and Harazaki (2017)が鹿児島県屋久島，

荒賀（2009）が沖縄島，慶良間諸島，および西表

島からそれぞれ水中写真に基づき報告した．前述

のように，アオバスズメダイは水中写真に基づく

国内からの記録が大半であり，本報告は奄美諸島

より北方の海域における標本に基づく確かな記録

となる．また，アオバスズメダイの種子島からの

標本に基づく初記録である．

アオバスズメダイは枝状サンゴのまわりに群

生し，危険を感じると一斉に枝の隙間に隠れるこ

とが知られている（荒賀，2009；加藤，2011）．

また，サンゴへの依存度も高い（加藤，2011）．

しかし，本報告で得られた個体は，生時に直径 1 

mほどの幅広い枝状サンゴ上に単独で遊泳してお

り，周辺にも他個体がみられなかった．したがっ

て，同所では偶発的に出現した可能性が高いと考

えられる．
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